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という単語は『分類語彙表』では 2か所に存在し，分類番号はそれぞれ 1.2410, 1.5501である
（表 1）．また，『分類語彙表』には“意味的区切り”が 240箇所に存在し，分類番号で分類され
表 1 分類語彙表の「犬」
類 部門 中項目 分類項目 分類番号
体 主体 成員 専門的・技術的職業 1.2410


















パス [3] を用いる．このコーパスは，単語のべ数：20021, 単語異なり数：3488 からなるもの
で，この中に多義語は 4378単語（のべ数）存在する．多義語の平均語義数は 3.195であり，ラ
ンダムに語義を割り当てた場合の正解率は 31.3% である．本実験ではこの正解率を baseline
とする．
単語の分散表現の作成には『国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）』に対して word2vec
というツール(2)でアルゴリズムには Continuous Bag-of-Words(C-BoW) を利用し，次元数を
200，ウィンドウ幅を 8，ネガティブサンプリングに使用する単語数を 25，反復回数を 15，と
して学習を行ったベクトルファイル（NWJC2vec [4]）を使用した．概念の分散表現は，コー
パスを分類番号の分かち書きに変換したものを同じく word2vecで学習して作成したベクトル
ファイルを用いた．その際，アルゴリズムは C-BoWを利用し ，次元数を 50，ウィンドウ幅













重みなし 54.0 54.2 52.0








K 重み 1 2 3 4 5 6
1 - 54.1 57.0 56.8 55.2 55.2 55.1
3 なし 55.3 53.0 53.6 53.3 53.2 53.2
3 あり 59.0 56.0 56.3 55.5 56.8 56.9
5 なし 55.1 53.0 52.4 52.5 51.7 51.9















本手法で距離計算に用いる類義語には，現在の条件に 1 意味的区切りを考慮しない 2意
味的区切りではなく段落番号を考慮する 3『分類語彙表』における単義語のみ使用する，と















一方で 3を類義語の定義に追加した場合，どちらの手法でも精度が向上した（表 4・表 5）．
表 4 w2vを用いた手法の結果（ 3を類義語の定義に追加した場合）
K=1 K=3 K=5
重みなし 56.3 54.3 54.8
重みあり 56.3 56.6 56.7
表 5 w2v+c2vを用いた手法の繰り返し回数と正解率（ 3を類義語の定義に追加した場合）
K 重み 1 2 3 4 5 6
1 - 57.0 56.3 56.9 57.1 56.9 57.1
3 なし 56.6 57.1 57.8 57.4 57.4 57.4
3 あり 58.9 59.2 59.6 59.3 59.3 59.3
5 なし 57.6 57.7 57.7 57.7 57.7 57.7
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